
 

【原著論文・総説・著書・記録集など】 （2025年 4月時点）  
 

 

1. 薬剤誘発性便秘 

山﨑寛史、永野伸郎. 

透析ケア （in preparation） 
 

2. エボカルセト 

永野伸郎、伊藤恭子. 

腎と透析 （増刊号 「腎疾患治療薬 フロントライン」） （in preparation） 
 

3. 透析患者における高リン血症治療薬の現状と展望 ～テナパノル塩酸塩（フォゼベル錠®）への期待～ 

永野伸郎. 

秋田腎不全研究会誌 （in press） 
 

4. 腸内細菌叢のバランス異常と腸管リン吸収 

永野伸郎. 

腎と透析 （in press） 
 

5. テナパノル塩酸塩の薬理学的特性ならびに高リン血症薬物療法の今後の展望 

永野伸郎. 

臨床透析 （in press） 
 

6. 腸内細菌を整えれば腎機能低下が抑制されるってホント？ 

永野伸郎、筒井貴朗. 

月刊薬事 67(3):522-526, 2025. 

 

7. 群馬県の慢性透析患者の現況 —2022年末のデータ解析結果— 

永野伸郎、伊藤恭子、筒井貴朗、安藤哲郎. 

群馬医学（in press） 
 

8. 透析患者における野菜および果物の摂取頻度と排便状況との関連 

川田彩乃、藤本裕子、近藤昭之、鶴見 希、飯塚乃子、樋熊瑠美、杉本明美、長野一幸、筒井貴朗、伊藤恭子、安藤哲郎、永野伸郎. 

群馬医学（in press） 
 

9. 透析患者における口腔内乾燥状態の実態 ～患者自身の自覚および機器による測定～ 

藤本裕子、川田彩乃、近藤昭之、鶴見 希、飯塚乃子、樋熊瑠美、髙橋佑介、長野一幸、筒井貴朗、伊藤恭子、安藤哲郎、永野伸郎. 

群馬医学（in press） 
 

10. テナパノル塩酸塩は透析患者における血清リン管理目標値の達成割合を増加させ、リン吸着薬の減量も可能にする 

野原 惇、中島春乃、野原ともい、中北 朋、安部 望、永野伸郎. 

医学と薬学 81(12): 631-639, 2024. 

 

11. Comparison of serum alkaline phosphatase levels between two measurement methods in chronic hemodialysis patients in Japan: involvement of ABO blood group system 

and relationship with mortality risk. 

Nobuo Nagano, Ayaka Tagahara, Takahito Shimada, Masaaki Miya, Noriko Tamei, Shigeaki Muto, Takaaki Tsutsui, Daiki Saito, Shusaku Itami, Tetsuya Ogawa, 

Kyoko Ito. 

Clinical Experimental Nephrology 28:1300-1310, 2024. 

 

12. Long-term treatment of evocalcet in hemodialysis patients with secondary hyperparathyroidism: a five-year prospective cohort study in 147 Japanese patients. 

Nobuo Nagano, Takayuki Ishikawa, Masashi Yamaguchi, Yuji Katsuragi, Masaaki Miya, Noriko Tamei, Shigeaki Muto, Takaaki Tsutsui, Tetsuya Ogawa, Kyoko Ito. 

Renal Replacement Therapy 10:13, 2024. 

 

13. 血液透析患者における痒みの薬に対する満足度 —アンケートによる実態調査研究— 

南雲愛里、新井和樹、戸部友里愛、鈴木律エ、金井一美、小澤正子、橋詰とき子、大塚恭弘、宮 政明、溜井紀子、武藤重明、筒井貴朗、伊藤恭子、安藤哲郎、 

永野伸郎. 

腎と透析 97(6):914-920, 2024. 

 

14. 認知症入院患者に対する栄養サポートチーム（NST）の介入と患者アウトカムとの関連 

大塚修子、柳澤明子、鈴木絢子、小倉敦子、安藤哲郎、永野伸郎. 

群馬医学 120:45-52, 2024. 

 

15. 血液透析患者におけるリン吸着薬併用処方の実態 —リン吸着薬療法の限界—. 

永野伸郎、須永砂斗子、桂木雄司、島田貴仁、小林 肇、有吉勇一、田ケ原綾香、宮 政明、溜井紀子、武藤重明、筒井貴朗、小川哲也、伊藤恭子. 

腎と透析 95(4):555-559, 2023. 

 

16. Association between phosphate binder pill burden and mortality risk in patients on maintenance hemodialysis: a single-center cohort study with 7-year follow-up of 513 

patients. 

Nobuo Nagano, Chie Zushida, Ayaka Tagahara, Masaaki Miya, Noriko Tamei, Shigeaki Muto, Takaaki Tsutsui, Tetsuo Ando, Tetsuya Ogawa, Kyoko Ito. 

Clinical Experimental Nephrology 27:961-971, 2023. 

  

17. Serum oxalate concentration is associated with coronary artery calcification and cardiovascular events in Japanese dialysis patients. 

Yoko Nishizawa, Satoshi Miyata, Mai Tosaka, Eriko Hirasawa, Yumi Hosoda, Ai Horimoto, Kiyotsugu Omae, Kyoko Ito, Nobuo Nagano, Junichi Hoshino,  

Tetsuya Ogawa. 

Scientific Reports 13:18558, 2023. 

 

18. 第 10章 CKD-MBD 10-3 保存期 CKD患者において、活性型ビタミン D製剤の投与は推奨されるか？ 

エビデンスに基づく CKD診療ガイドライン 2023 pp. 107-108  日本腎臓学会編集（東京医学社） 

CKD診療ガイドライン改訂委員会 永野伸郎（SR委員） 
 

19. 透析患者の血清亜鉛値と生命予後との関係： 3年間の単施設コホート研究. 

永野伸郎、大塚修子、村田優香、大塚恭弘、齊藤文良、大澤清孝、筒井貴朗、伊藤恭子. 

日本臨床栄養学会雑誌 44(4): 153-162, 2022(2023). ★日本臨床栄養学会「優秀論文賞」受賞 

 

20. シナカルセト塩酸塩からエボカルセトへの処方変更： 二次性副甲状腺機能亢進症を呈する透析患者における 3年間の前向きコホート研究. 

 伊藤恭子、宮 政明、溜井紀子、武藤重明、筒井貴朗、安藤哲郎、永野伸郎. 



 

 群馬医学 118: 55-64, 2023. 

 

21. 亜鉛をめぐる創薬. （最近の話題） 

 永野伸郎. 

 日本薬理学雑誌 158: 101, 2023. 

 

22. どれくらいの透析患者が、どのようなメリットを期待して、どの程度までリン吸着薬を減らしたいと思っているのか？ 

伊藤恭子、高橋愛里、簑輪由妃、金井麻衣子、飯塚乃子、金井一美、小澤正子、杉本明美、高橋佑介、斎藤たか子、宮 政明、溜井紀子、武藤重明、安藤哲郎、

筒井貴朗、永野伸郎. 

日本透析医会雑誌 37（1）: 120-128, 2022. 

 

23. 当院で経験した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の院内クラスター ～発生の経緯と今後の課題～. 

中澤かほり、成清一郎、八束眞一、永野伸郎、安藤哲郎、関原哲夫、安藤義孝. 

医学と薬学 79(3): 355-361, 2022. 

 

24. Impact of phosphate binders on medication dosing frequency, timing, and number of prescribed pills in hemodialysis patients. 

Nobuo Nagano, Takahiro Fukushima, Risa Shikata, Tetsuo Ando, Takaaki Tsutsui, Tetsuya Ogawa, Kyoko Ito. 

Ther Apher Dial. 26(6): 1174-1181, 2022. 

 

25. Prescription characteristics of phosphate binders in a high pill burden for hemodialysis patients. 

Nobuo Nagano, Kyoko Ito, Takashi Ono, Yuichi Ariyoshi, Soichiro Masima, Hajime Kobayashi, Tetsuo Ando, Takaaki Tsutsui, Tetsuya Ogawa. 

Renal Replacement Therapy 7:5, 2021. 

 

26. Selectivity of HIF-PH inhibitors: concerns regarding possible off-target effects; Letter to the Editor. 

Nobuo Nagano. 

Clinical and Experimental Nephrology 25:1047-1048, 2021. 

 

27. 銅. 

永野伸郎、伊藤恭子、筒井貴朗. 

血液透析診療指針 （岡田一義監修、東京医学社） 151-154, 2021. 

 

28. エボカルセト. 

永野伸郎、伊藤恭子. 

腎と透析 91（増刊号 「腎疾患治療薬 update」）：261-266, 2021. 

 

29. 新型コロナウイルス対策による施設での昼食提供中止が透析患者の栄養状態におよぼす影響. 

村田優香、福田真佑子、山口 舞、大塚修子、大塚恭弘、斎藤たか子、安藤哲郎、筒井貴朗、小川哲也、伊藤恭子、永野伸郎. 

腎と透析 91(7): 165-169. 2021. 

 

30. 全自動化学発光免疫測定装置 ARCHITECTによる腫瘍マーカーCA72-4の日本国内基準範囲の検討. 

高居邦友、坂巻浩二、井上尚美、間庭基行、阿久澤まさ子、田中一平、吉村 徹、永野伸郎. 

医学と薬学 78(7): 865-871, 2021. 

 

31. 静注鉄ガラスアンプル製剤の調製および投与時の工夫 －ガラス片の混入を防ぐために－. 

永野伸郎、高橋愛里、峰岸亜矢子、林 秀輝、高橋伴彰、溜井紀子、安藤哲郎、筒井貴朗、伊藤恭子. 

日本透析医会雑誌 36（2）: 287-292, 2021. 

 

32. 食事内容・薬の飲み忘れでリンが溜まる. 

村田優香、永野伸郎. 

透析ケア 冬季増刊号：206-209, 2021. 

 

33. 全自動化学発光免疫測定装置 ARCHITECTによる葉酸およびビタミン B12の日本国内基準範囲ならびに既存試薬との相関性. 

高居邦友、坂巻浩二、井上尚美、間庭基行、阿久澤まさ子、田中一平、吉村 徹、永野伸郎. 

医学と薬学 78(11): 1437-1449, 2021. 

 

34. 透析患者が 1回に服薬可能な経口薬剤の許容錠数. 

永野伸郎、林 秀輝、斎藤たか子、宮 政明、溜井紀子、武藤重明、安藤哲郎、筒井貴朗、小川哲也、伊藤恭子. 

日本透析医学会雑誌 54(11): 553-559, 2021. 

 

35. 味覚障害 （3）透析患者における亜鉛欠乏と亜鉛補充療法. 

永野伸郎、藤本裕子、村田優香、溜井紀子、伊藤恭子、筒井貴朗. 

臨床透析 36(1): 43-48, 2020. 

 

36. 血液透析患者における亜鉛投与の血清銅に対する影響. 

溜井紀子、藤本裕子、熊井梢恵、橋本匡弘、磯田紀子、永野伸郎. 

JSPEN 2(3): 220-226, 2020. 

 

37. 透析患者における亜鉛と銅の役割. 

永野伸郎、溜井紀子、安藤哲郎、伊藤恭子、筒井貴朗. 

日本透析医会雑誌 35(1): 21-30, 2020. 

 

38. シナカルセト塩酸塩からエボカルセトへ切り替え後、1年間を通して 1mgで維持可能であった血液透析患者の特性. 

土屋洋平、伊藤恭子、安藤哲郎、筒井貴朗、小川哲也、永野伸郎. 

腎と透析 89(1): 141-148, 2020. 

 

39. 血液透析患者におけるオーラルフレイルの現状ならびに栄養指標との関係. 

安藤哲郎、村田優香、近藤昭之、福田真佑子、女部田浩子、新井ゆかり、鶴見 希、米川幸一、渋川美幸、斎藤たか子、関口博行、筒井貴朗、伊藤恭子、 

小川哲也、永野伸郎. 

腎と透析 89(4): 744-748, 2020. 

 

40. Calcimimetics for treating hyperparathyroidism.  

Michihito Wada, Takehisa Kawata, Nobuo Nagano. 

Encyclopedia of Bone Biology, 1st Edition. Mone Zaidi ed. Academic Press, 697-710, 2020.  

 

41. 新規化学発光免疫測定装置を用いた胃がんリスク層別化検査と健常者血清ペプシノゲン値に関する検討. 

小森 誠、坂巻浩二、井上尚美、間庭基行、正村泰博、阿久澤まさ子、田中一平、吉村 徹、永野伸郎. 



 

医学と薬学 77(4): 573-586, 2020. 

 

42. 日高病院における先行的腎移植への取り組み. 

添野真嗣、有吉勇一、久保隆史、安藤哲郎、渕之上昌平、永野伸郎. 

群馬医学 112: 53-60, 2020. 

 

43. 先行的腎移植後も持続するネフローゼ症候群に対して自己腎動脈片側塞栓術が奏功した 1 例. 

添野真嗣、有吉勇一、久保隆史、安藤哲郎、永野伸郎、筒井貴朗、大高行博、山崎郁郎、羽鳥基明、渕之上昌平. 

日本臨床腎移植学会雑誌 8(2):273-276, 2020. 

 

44. スクロオキシ水酸化鉄製剤の剤形変更は、服薬しやすさ、および服薬アドヒアランスを向上させる －チュアブル錠から顆粒剤への切り替え－. 

高橋愛里、林 秀輝、高橋伴彰、西澤広子、斎藤たか子、内山和彦、竹内 茂、安藤哲郎、筒井貴朗、伊藤恭子、永野伸郎. 

腎と透析 87(3): 513-516, 2019. 

 

45. 2HPT治療 －シナカルセトとエボカルセト－ 10) 消化器症状とその対策 －エボカルセトの有用性－. 

永野伸郎、筒井貴朗、伊藤恭子. 

透析療法ネクス XXVI:106-112, 2019. 

 

46. 全自動化学発光免疫測定装置 ARCHITECTアナライザーを用いた日本人健診受診者の血清総 25 ヒドロキシビタミン D濃度の測定. 

田中一平、坂巻浩二、阿久澤まさ子、吉村 徹、永野伸郎. 

生物試料分析 42(4): 205-212, 2019. 

 

47. シナカルセト塩酸塩からエボカルセトへの処方変更 ～維持血液透析患者 147名の一斉切り替え～. 

伊藤恭子、高橋愛里、斎藤たか子、宮 政明、溜井紀子、武藤重明、安藤哲郎、筒井貴朗、小川哲也、永野伸郎. 

日本透析医学会雑誌 52(10):585-592, 2019. 

 

48. 当院におけるポリファーマシーの現状と減薬への取り組み. 

筒井貴朗、永野伸郎、八子有沙、伊藤恭子. 

日本透析医会雑誌 34(3): 378-383, 2019. 

 

49. Fibroblast growth factor 23 is upregulated in the kidney in a chronic kidney disease rat Model. 

Hidekazu Sugiura, Ai Matsushita, Mayuko Futaya, Atsuko Teraoka, Kenichi Akiyama, Noriyoshi Usui, Nobuo Nagano, Kosaku Nitta, Ken Tsuchiya. 

PLoS One 13(3): e0191706, 2018. 

 

50. エテルカルセチドへの期待. （座談会） 

秋澤忠男、討論者；永野伸郎、今西康雄、稲津昭仁. 

透析療法ネクスト XXIV:1-8, 2018. 

 

51. 透析患者のポリファーマシーの対策はどのように行ないますか？ 

筒井貴朗、伊藤恭子、永野伸郎. 

臨床透析 34(7): 897-900, 2018. 

 

52. 透析患者の血清亜鉛濃度分布の実態 －低亜鉛血症と関連する因子－. 

永野伸郎、伊藤恭子、大石裕子、南 政美、林 秀輝、角田千恵、伊藤春乃、須永 悟、野原ともい、大高行博、星 綾子、溜井紀子、野原 惇、安藤哲郎、 

小川哲也、新田孝作、筒井貴朗. 

日本透析医学会雑誌 51(6): 369-377, 2018. 

 

53. 慢性腎臓病患者において亜鉛は鉄よりも ESA抵抗性と強く関連する. 

筒井貴朗、伊藤恭子、角田千恵、中島春乃、須永 悟、野原ともい、大高行博、星 綾子、溜井紀子、野原 惇、小川哲也、永野伸郎. 

日腎会誌 60(5): 609-618, 2018. 

 

54. カルシウム受容体作動薬（calcimimetics）におけるクラスエフェクトとドラッグエフェクト. 

永野伸郎、伊藤恭子、筒井貴朗. 

腎と透析 85(3): 451-455, 2018. 

 

55. Promiscuous考. （巻頭言） 

永野伸郎. 

腎と骨代謝 31(4):249-250, 2018. 

 

56. Calcimimeticsのプロトタイプ（tecalcet）の発見と開発. 

永野伸郎. 

腎と骨代謝 31(4):257-266, 2018. 

 

57. 維持血液透析患者における経口カルシウム受容体作動薬のコンプライアンスおよび処方継続率 －医療情報データを活用した薬剤疫学研究－. 

横山啓太郎、浅田真治、川田剛央、永野伸郎. 

日本透析医学会雑誌 51(9): 525-532, 2018. 

 

58. 腸内細菌叢異常への賢い対応. 

永野伸郎、高木智恵子、吉野莉奈、伊藤恭子、筒井貴朗、小川哲也. 

腎と透析 85(5): 665-670, 2018. 

 

59. 沈降炭酸カルシウム. 

永野伸郎、伊藤恭子、筒井貴朗. 

薬局 69(11): 3150-3157, 2018. 

 

60. Phosphate binders derived from natural ores contain many kinds of metallic elements besides their active ingredient metals. 

Nobuo Nagano, Ayako Minegishi, Kyoko Ito, Tetsuo Ando, Takaaki Tsutsui, Tetsuya Ogawa. 

Ther Apher Dial 22(6): 630-634, 2018. 

 

61. 保存期慢性腎臓病および血液透析患者における血清亜鉛濃度測定の意義. 

永野伸郎、伊藤恭子、筒井貴朗. 

日本透析医会雑誌 33(3): 484-491, 2018. 

 

62. Higher reticulocyte counts are associated with higher mortality rates in hemodialysis patients: a retrospective single-center cohort study. 

Chieko Takagi, Kumeo Ono, Hidenori Matsuo, Nobuo Nagano, Yoshihisa Nojima. 

Ren Replace Ther 3:4, DOI: 10.1186/s41100-016-0084-5, 2017. 



 

 

63. 透析患者の高リン血症に対するビフィズス菌含有腸溶性カプセル製剤の臨床効果. 

島田美紀子、永野伸郎、河野麻実子、金谷 忠、伊藤恭子、安藤哲郎、筒井貴朗、小川哲也. 

腎と透析 82(4): 605-611, 2017. 

 

64. 透析時血管痛に著効したマイクロコーンによる耳介治療： 3例報告. 

竹内 茂、大塚恭弘、林 高志、永野伸郎、安藤哲郎、小林 充. 

日本透析医学会雑誌 50: 197-201, 2017. 

 

65. 医師からみた透析患者のポリファーマシー対策. 

伊藤恭子、筒井貴朗、永野伸郎. 
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